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１．はじめに  

木製桟橋の杭など，海水と接する木材は，海虫による食害を受ける．海虫

とは木を食べる海生生物で，二枚貝類のフナクイムシや，甲殻類のキクイム

シなどである．これらは人類が木を海水中で使用する以前から，流木などに

穿孔して食糧兼住居として利用してきた生物であり，河川から流入する流木

の一次分解者として海洋生態系の中で重要な位置を占めている． 

とはいえ，木を海中で使用する人にとって海虫は厄介な存在である．木造

の和船では船体に包板を張って，食害された包板を定期的に取り替えたり，

船底を焼いたりして海虫害に対処していた．欧米の桟橋の杭では，海虫害を受けにくい熱

帯産の木材を使用したり，クレオソート油などの薬剤を注入したりしていた．我が国では

明治以降，大型の桟橋には鋼またはコンクリートの杭が使われ，木材は海虫害を受けるこ

とから小規模な桟橋や海水と直接接しない用途への使用に限られていた．このため海虫対

策は進まず，国産材の海虫害についての研究例は数例 1)しかない．国産材はいずれも無処

理では海虫害を免れないと従来いわれているが，樹種ごとの食害速度の違いや，フナ

クイムシとキクイムシの寄与率についての検討はなされていない． 

現在間伐材など国産材の土木分野での需要拡大が望まれている．森林資源に恵まれ

た島国である我が国では，木材を海洋で適切に利用する技術の潜在的需要は大きい．

桟橋，魚礁など，用途により求められる耐用年数は様々であるが，いずれにしても食

害（分解）速度と種々の要因の関係についての情報は，利用計画を立てるにあたって

有用である．そこで本研究では，食害速度と樹種の関係を，半年間の海中浸漬実験に

より調べた． 

２．実験方法  

4cm×4cm×8cm の木材試験体 18 樹種各 10 個を，ポリエチレン製のメッシュコン

テナに結び付けて，当所内の海水槽内に浸漬した．この海水槽には久里浜湾の海水

が１日に２回給排水され，人工的な干満作用が生じている．本試験体は常時海水中

に没する位置に設置した．2008 年 6 月 23 日に浸漬し同年 12 月 24 日に回収した*．

浸漬前と回収後の試験体の全乾重量を測定した．また，試験体を切断してフナクイ

ムシの穿孔断面積を計測した．これらの計測値から右記の方法で食害速度を求めた． 

*
一部の試験体が結束線から外れて流失し回収できず，回収できた試験体数は 151個であった． 

３．実験結果 

写真 4に各樹種の試験体切断面の典型的な状況を示す．丸い穴がフナクイムシの

坑道の断面である．正方形の輪郭が崩れているのは，キクイムシによる表面付近の

食害による．写真では，フナクイムシ食害はスギ，サワラ，コウヤマキ，ヒノキ，

イチョウ，クスで比較的少ない．キクイムシによる周囲の食害は，上段に示した針
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写真 1  フナクイムシ 
（殻長 6mm 程度の貝殻で木材

内部に坑道を掘り，長さ数 cm～
数十 cmに成長する．） 

写真3  キクイムシ 
（体長約 3mm，木材
の表面付近に坑道を
掘り増殖する．） 

写真 2  フナク
イムシの貝殻 

食害速度の求め方
vf+k=V0{(w0－w1)/w0} 
vf =Af・L 
vk= vf+k－vf 
rf+k= vf+k /(S0・t) 
rf = vf /(S0・t) 
rk= vk /(S0・t) 
ここで，v：体積減少量，
V：体積，w：全乾重量，
A：穿孔断面積，L：試
験体長，r：食害速度，
S：試験体表面積，t：
浸漬期間． 
添字 0：浸漬前，1：

回収後，f：フナクイム

シによる，k：キクイム

シによる，f+k：フナク

イムシとキクイムシに

よる． 
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葉樹材９種（スギ～ヒバ）の方が，下段に示したイチョウ*と広

葉樹材８種（クス～カシ）よりも顕著であった．樹種ごとの食

害速度を求めた結果（図１）も同様の傾向を示している．図１

では，全乾比重の順に左から右へ樹種を並べているが，フナク

イムシ食害速度については比重の大きい広葉樹材でも大きな値

となっているのに対し，キクイムシ食害速度についてはイチョ

ウと広葉樹材では針葉樹材より顕著に小さい． 
比重は木材の表面の硬さと密接な関係があり，今回の試験体

についても比重の小さい針葉樹材が比重の大きい広葉樹材より

も硬さ**が小さく，イチョウは両者の中間であった（図２）．キ

クイムシについては，国産材でもある程度の硬さがあれば食害

をあまり受けないことが，今回の結果からは推測される．一方

フナクイムシには，国産材ではもっとも硬い部類のカシなども

激しく食害された．フナクイムシ食害が比較的少なかった樹種

は，フナクイムシの忌避する化学成分を含む可能性がある． 
*
イチョウは便宜上針葉樹材に分類されるが，植物学的には針葉樹でも広葉樹で

もないとされている． 
**
硬さの測定に用いたデュロメータ硬さ計（タイプＤ）は，JIS 等のゴム・プラ
スチックの硬さ試験方法に採用されているもので，大谷 2）は木材の硬さ試験に

も利用できることを示している． 
４．結論 

今回の実験の範囲では，比重（硬さ）の小さい針葉樹材に比

べてイチョウと広葉樹材はキクイムシ食害を受けにくかった．

またイチョウ，クスといくつかの針葉樹材はフナクイムシ食害を比較

的受けにくかった．このため，総合的にはイチョウとクスの食害速度

が相対的に小さかった．ただし今回の実験結果だけから樹種の特性を

断定するのは危険であり，今後比重（硬さ）や化学成分含有量などの

要因と食害の関係についてさらにデータを収集して検証する必要があ

る． 
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写真 4 海中に半年間浸漬した試験体の切断面   （）内は浸漬前の全乾比重 

 

 スギ(0.32)  サワラ(0.34) トドマツ(0.35) コウヤマキ(0.35) ヒノキ(0.36) エゾマツ(0.40)  マツ(0.41)  カラマツ(0.42) ヒバ(0.44) 

イチョウ(0.49)  クス(0.51)    タモ(0.52)    ケヤキ(0.63)   クリ(0.65)    カバ(0.69)    ブナ(0.70)    ナラ(0.73)   カシ(0.78) 

-2
0

2
4
6
8

10
12

ス
ギ
サ
ワ
ラ

ト
ド
マ
ツ

コ
ウ
ヤ
マ
キ

ヒ
ノ
キ

エ
ゾ
マ
ツ

マ
ツ
カ
ラ
マ
ツ

ヒ
バ
イ
チ
ョ
ウ

ク
ス
タ
モ
ケ
ヤ
キ

ク
リ
カ
バ
ブ
ナ
ナ
ラ
カ
シ

フ
ナ
ク
イ
ム
シ
食
害
速
度
（
m
m/
年
）

-1
0
1
2
3
4
5
6

ス
ギ
サ
ワ
ラ

ト
ド
マ
ツ

コ
ウ
ヤ
マ
キ

ヒ
ノ
キ

エ
ゾ
マ
ツ

マ
ツ
カ
ラ
マ
ツ

ヒ
バ
イ
チ
ョ
ウ

ク
ス
タ
モ
ケ
ヤ
キ

ク
リ
カ
バ
ブ
ナ
ナ
ラ
カ
シ

キ
ク
イ
ム
シ
食
害
速
度
（
mm
/年
）

-2

0
2

4

6

8
10

12

ス
ギ
サ
ワ
ラ

ト
ド
マ
ツ

コ
ウ
ヤ
マ
キ

ヒ
ノ
キ

エ
ゾ
マ
ツ

マ
ツ
カ
ラ
マ
ツ

ヒ
バ
イ
チ
ョ
ウ

ク
ス
タ
モ
ケ
ヤ
キ

ク
リ
カ
バ
ブ
ナ
ナ
ラ
カ
シ

総
合
的
な
食
害
速
度
（
m
m/
年
）

図１ 実験結果から求めた食害速度 
（誤差範囲は標準偏差を表す． n=5～10） 
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図２ 比重と硬さの関係 
全乾比重 

全
乾
デ
ュ
ロ
メ
ー
タ
硬
さ

 

針葉樹 

イチョウ 
広葉樹 

土木学会第65回年次学術講演会(平成22年9月)

 

-30-

 

CS5-015

 


